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Ⅰ　沿　　　革

明治21（1888）年　６月　　私立豊橋慈善病院として開業
明治35（1902）年　６月　　社団法人豊橋病院と改組
昭和７（1932）年　６月　　社団法人豊橋病院を買収して、市立豊橋病院を開院
昭和21（1946）年　７月　　豊橋市立豊橋市民病院と改称
昭和26（1951）年　７月　　豊橋市民病院改称（医療法による総合病院に指定）
昭和46（1971）年　３月　　人工腎臓センター新設
昭和57（1982）年　３月　　救命救急センター完成（地下１階、地上６階）

３月　　リハビリテーションセンター完成（地下１階、地上３階）
平成５（1993）年　４月　　「臨床研修病院」の指定
平成８（1996）年　５月　　豊橋市民病院桜ケ岡分院を統合し、青竹町地内に移転

５月　　健診センター新設
６月　　病診連携室新設
11月　　「地域災害医療センター」の指定（災害拠点病院の指定）

平成９（1997）年　12月　　（財）日本医療機能評価機構より「病院機能評価」の認定を受ける
平成10（1998）年　４月　　輸血センター新設

７月　　「地域周産期母子医療センター」の認定を受ける
平成11（1999）年　４月　　「第２種感染症指定医療機関」の指定

４月　　不妊センター新設
平成12（2000）年　８月　　許可病床数 910 床に変更
平成13（2001）年　４月　　人工腎臓センターを血液浄化センターに変更
平成14（2002）年　４月　　「へき地医療拠点病院」の指定

４月　　未熟児センターを新生児医療センターに変更
８月　　治験管理センターを設置

平成15（2003）年　２月　　（財）日本医療機能評価機構より２回目の「病院機能評価（一般病院）」の
認定を受ける

４月　　感染症管理センターを設置
８月　　「地域がん診療拠点病院」の指定

平成16（2004）年　４月　　健診センターを予防医療センターに変更
平成17（2005）年　４月　　機構改革により医療安全管理室の設置

６月　　「ＤＰＣ（診断群分類による包括医療制度）調査協力病院」の認定を受ける
平成18（2006）年　４月　　院内保育所開設

５月　　外来治療センターを設置
６月　　「ＤＰＣ対象病院」に認定されＤＰＣ制度による診療報酬請求の開始

平成19（2007）年　12月　　（財）日本医療機能評価機構より３回目の「病院機能評価（審査体制区分
４）」の認定を受ける

平成20（2008）年　２月　　「地域がん診療連携拠点病院」の指定（２回目）
平成21（2009）年　２月　　「豊橋市民病院改革プラン」を策定
平成22（2010）年　４月　　患者総合支援センター開設

５月　　病院総合情報システム（電子カルテシステム）稼働
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７月　　「７対１看護基準」の取得
平成23（2011）年　２月　　「豊橋市民病院改革プラン（改訂版）」を策定

12月　　「ＮＰＯ法人卒後臨床研修評価機構」の認定を受ける〔認定期間  2011.12.1 
～ 2013.11.30〕

平成24（2012）年　４月　　許可病床数836床に変更（一般病床811床・結核病床15床・感染症病床10床）
12月　　（財）日本医療機能評価機構より４回目の「病院機能評価（審査体制区分

６）」の認定を受ける
平成25（2013）年　10月　　手術支援ロボットシステム「ダヴィンチ」を導入

11月　　救命救急センターを、救急外来センター、救急入院センター及び集中治療
センターに変更

12月　　地域連携登録医制度の導入
12月　　「ＮＰＯ法人卒後臨床研修評価機構」の更新認定〔認定期間　2013.12.1 ～ 

2017.11.30〕
平成26（2014）年　２月　　「第２次豊橋市民病院改革プラン」を策定

４月　　許可病床数820床に変更（一般病床800床・結核病床10床・感染症病床10床）
４月　　総合周産期母子医療センター及びバースセンター開設
９月　　「地域医療支援病院」の名称承認を受ける
10月　　輸血センターを輸血・細胞治療センターに変更

平成27（2015）年　３月　　「地域がん診療連携拠点病院」の指定（３回目）
５月　　入院支援センターを設置

平成28（2016）年　４月　　許可病床数800床に変更（一般病床780床・結核病床10床・感染症病床10床）
４月　　「ＤＰＣ医療機関群Ⅱ群」の指定を受ける
10月　　高度放射線棟開設
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